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天
一
閣
博
物
館
蔵
『
国
朝
英
烈
伝
』
と
『
皇
明
英
烈
伝
』

川

浩

二

一

は
じ
め
に

歴
史
小
説
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
、
太
祖
朱
元
璋
の
明
朝
開
国
を
書
い
た
作
品

で
あ
り
、
後
に
作
ら
れ
た
同
題
材
の
小
説
『
雲
合
奇
蹤
』
と
と
も
に
、
「
英
烈

伝
」
の
名
で
総
称
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
英
烈
伝
」
の
名
称
は
『
皇
明
英

烈
伝
』
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。『
皇
明
英
烈
伝
』
の
序
と
作
中
に
は
、

先
行
す
る
「
原
本
英
烈
伝
」
・
「
旧
本
英
烈
伝
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
皇

明
英
烈
伝
』
が
制
作
さ
れ
た
段
階
で
、
す
で
に
明
朝
開
国
の
物
語
は
「
英
烈
伝
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
嘉
靖
末
の
筆
記
で
あ
る
鄭
暁
『
今
言
』
に
は
、
同
じ
く
明
朝
開
国
の

物
語
を
内
容
と
す
る
『
国
朝
英
烈
記
』
と
い
う
作
品
が
記
さ
れ
る
。
内
容
と
名

称
か
ら
み
て
、
こ
れ
も
「
英
烈
伝
」
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
作
品
自
体
は
現
存
し
な
い
た
め
、
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
見
え
る
「
原

本
英
烈
伝
」
・
「
旧
本
英
烈
伝
」
と
同
じ
く
、
こ
れ
ま
で
は
詳
細
に
論
ず
る
の

は
難
し
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
寧
波
の
天
一
閣
博
物
館
に
は
明
抄
本
『
国
朝
英
烈
伝
』
六
十
巻

の
所
蔵
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
書
誌
が
目
録
に
記
さ
れ
る
の
み
で

あ
り
、
そ
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
今
回
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
『
国
朝
英
烈
伝
』
が
明
朝
開
国

を
題
材
と
す
る
物
語
文
学
で
あ
り
、
そ
の
題
名
の
文
字
通
り
「
英
烈
伝
」
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
論
は
、
天
一
閣
博
物
館
蔵
『
国
朝
英
烈
伝
』
と
、
『
今
言
』
に
い
う
『
国

朝
英
烈
記
』
、
『
皇
明
英
烈
伝
』
に
い
う
「
原
本
英
烈
伝
」
・
「
旧
本
英
烈
伝
」
、

お
よ
び
『
皇
明
英
烈
伝
』
本
体
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
国
朝
英
烈
伝
』
が
い

か
な
る
位
置
づ
け
に
あ
た
る
資
料
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

『
国
朝
英
烈
伝
』
の
概
要

『
国
朝
英
烈
伝
』
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
国
朝
英
烈
伝
』
六
十
巻

存
十
集
五
十
巻

寅
集
至
亥
集
巻
十
一
至
六
十

所
蔵
：
天
一
閣
博
物
館

明
藍
格
抄
本

毎
半
葉
九
行
十
四
、
十
五
、
十
六

字
、
不
等

高
二
〇
．
二
厘
米

寛
十
五
．
〇
厘
米

四
周
双
辺
黒
魚
尾
大
黒
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口

寅
集
三
十
一
葉

卯
集
二
十
九
葉

辰
集
三
十
葉

巳
集
二
十
九
葉

午

集
二
十
九
葉

未
集
三
十
葉

申
集
二
十
九
葉

酉
集
二
十
八
葉

戌
集
二
十

九
葉

亥
集
二
十
七
葉

各
五
巻
頭
巻
目
一
葉
（
二
〇
一
〇
年
五
月
・
同
年
九

月
調
査
）

（
一
）

書
影
に
示
し
た
通
り
、
文
字
は
明
確
で
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
ほ
ぼ
無
い
。

全
体
に
渡
り
俗
字
の
使
用
も
少
な
い
。
抄
書
者
の
名
と
年
代
は
記
さ
れ
な
い
が
、

天
一
閣
博
物
館
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
同
館
所
蔵
に
お
け
る
典
型
的
な
明
抄
本

の
形
態
を
備
え
て
い
る
と
い
う
。

本
論
末
尾
に
示
す
よ
う
に
、
『
国
朝
英
烈
伝
』
（
以
下
、
『
国
朝
』
と
略
称
す

る
）
の
現
存
部
分
の
巻
目
に
は
、
『
皇
明
英
烈
伝
』
（
以
下
、
『
皇
明
』
と
略
称

す
る
）
の
則
目
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
物
語
全
体
の
構
成
も
『
皇
明
』
と

重
な
る
。

（
二
）

『
国
朝
』
は
則
や
回
を
用
い
ず
巻
を
も
っ
て
数
え
る
こ
と
を
除
い
て
は
、
基

本
的
に
は
章
回
形
式
の
長
編
白
話
小
説
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
国
朝
』

は
文
章
が
か
な
り
簡
略
で
、
『
皇
明
』
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
長
さ
し
か
な
い
。

『
国
朝
』
は
各
巻
に
巻
頭
詩
と
巻
末
詩
を
配
す
る
。
ま
た
『
国
朝
』
の
巻
中

に
は
詩
と
四
六
あ
る
い
は
七
言
の
賛
が
し
ば
し
ば
交
え
ら
れ
て
お
り
、
詞
牌
を

持
っ
た
長
短
句
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
皇
明
』
が
各
則
の
冒
頭
に
必
ず
し

も
詩
を
置
く
わ
け
で
は
な
く
、
各
則
の
末
尾
に
は
ほ
と
ん
ど
詩
を
置
か
ず
、
文

中
の
詩
句
や
賛
も
多
く
は
な
い
と
い
う
特
徴
と
対
照
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

『
国
朝
』
の
文
中
に
は
詔
勅
や
諭
文
も
交
え
ら
れ
て
お
り
、『
国
朝
』

（
以

58

下
、
巻
数
は
二
桁
の
算
用
数
字
で
表
す
）
に
見
え
る
朱
元
璋
の
「
平
蜀
文
」
な

ど
典
拠
を
持
つ
も
の
も
ま
ま
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
基
本
的
に
『
皇
明
』
と
共
通

す
る
。

『
国
朝
英
烈
伝
』
書
影

中国学の新局面
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ま
た
『
国
朝
』
に
は
他
の
小
説
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。

『
国
朝
』

で
華
雲
龍
が
無
錫
に
潜
入
す
る
場
面
は
『
水
滸
伝
』
の
「
鬧
江
州
」

44

や
盧
俊
義
救
出
を
思
わ
せ
る
。
『
三
国
志
演
義
』
の
影
響
は
濃
厚
で
、
『
国
朝
』

で
は
常
遇
春
が
呂
布
に
な
ら
っ
て
戟
を
射
る
し
、
『
国
朝
』

で
丁
普
郎
が

43

35

偽
っ
て
陳
友
諒
に
降
っ
て
内
応
し
、
劉
基
が
天
に
祈
っ
て
火
計
を
仕
掛
け
る
の

は
そ
の
ま
ま
赤
壁
の
戦
い
を
写
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
こ
の
特
徴
は

基
本
的
に
『
皇
明
』
と
重
な
る
も
の
で
、
『
国
朝
』
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
『
国
朝
』
の
概
要
を
、
主
に
『
皇
明
』
と
比
較
し
て
述
べ
た
。
本

来
、
『
雲
合
奇
蹤
』
（
以
下
、
『
雲
合
』
と
略
称
す
る
）
と
も
詳
し
く
比
較
す
べ

き
だ
が
、
ま
ず
『
雲
合
』
は
八
十
則
で
あ
り
、
物
語
の
構
成
が
重
な
ら
な
い
こ

と
、
『
雲
合
』
に
お
い
て
物
語
の
枠
組
み
と
し
て
用
意
さ
れ
た
天
人
下
凡
の
説

話
や
運
命
論
に
ふ
れ
る
部
分
、
鉄
冠
道
人
‧
周
顛
‧
冷
謙
ら
が
予
言
と
術
を
用

い
て
活
躍
す
る
場
面
な
ど
、
『
雲
合
』
が
『
皇
明
』
と
異
な
る
部
分
は
、
い
ず

れ
も
『
国
朝
』
に
見
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
、
既
知
の
作
品
で
は
基
本
的
に
『
皇
明
』
を

『
国
朝
』
と
の
比
較
の
中
心
的
な
対
象
と
し
て
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

三

『
国
朝
英
烈
記
』
と
『
国
朝
英
烈
伝
』

そ
も
そ
も
「
英
烈
伝
」
は
、
嘉
靖
年
間
の
寵
臣
、
郭
勛
（
一
四
八
五
―
一
五

四
二
）
が
作
者
で
あ
る
と
い
う
説
が
、
明
代
後
期
か
ら
清
代
を
通
し
て
唱
え
ら

れ
て
き
た
。

郭
勛
は
長
ら
く
嘉
靖
帝
に
重
用
さ
れ
た
が
、
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
つ

い
に
弾
劾
を
受
け
て
投
獄
さ
れ
、
翌
年
獄
死
し
た
。
こ
の
当
時
の
弾
劾
文
や
罪

状
を
記
し
た
書
物
は
現
存
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
「
英
烈
伝
」
と
の
関
わ
り

を
示
す
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
三
）

同
時
代
の
人
物
の
言
説
と
し
て
は
、
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
刊
の
鄭

暁
『
今
言
』
巻
一
だ
け
が
、
郭
勛
が
『
国
朝
英
烈
記
』
な
る
書
物
を
作
っ
た
と

言
う
。嘉

靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
、
郭
勛

其
の
立
功
の
祖
、
武
定
侯
英
を
太

廟
に
祀
る
こ
と
を
進
め
ん
と
欲
し
、
乃
ち
『
三
国
志
』
俗
説
及
び
『
水
滸

伝
』
に
倣
い
て
『
国
朝
英
烈
記
』
を
為
り
、（
張
）
士
誠
を
生
擒
し
（
陳
）

友
諒
を
射
死
す
る
は
皆

英
の
功
と
言
う
。
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
に
よ
る
、

（
四
）

以
下
同
）

郭
勛
が
、
祖
先
の
郭
英
を
他
の
開
国
の
元
勲
た
ち
と
等
し
く
、
太
廟
に
祀
る

よ
う
願
い
出
た
こ
と
は
実
録
に
も
見
え
る
。
そ
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
、
さ
ら

（
五
）

に
郭
勛
自
身
も
武
定
侯
か
ら
翊
国
公
に
上
っ
た
。

鄭
暁
は
、
こ
の
郭
勛
の
出
世
に
は
、
郭
勛
が
帝
に
『
国
朝
英
烈
記
』
を
献
上

し
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
た
と
し
た
上
で
、
『
国
朝
英
烈
記
』
の
内
容
を
、
朱

元
璋
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
張
士
誠
を
生
け
捕
り
に
し
、
陳
友
諒
を
射

殺
し
た
二
つ
の
功
績
が
と
も
に
祖
先
郭
英
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
、
と
述
べ
て

い
る
。

郭
勛
作
者
説
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
に
は
他
に
新
た
な
資
料
が
な
い
た
め
、

本
論
で
は
ひ
と
ま
ず
判
断
を
留
保
す
る
。
た
だ
し
こ
の
記
事
が
現
在
の
と
こ
ろ
、

「
英
烈
伝
」
と
呼
ぶ
べ
き
作
品
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
た
最
も
古
い

資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
短
い
記
述
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
『
国
朝
』

お
よ
び
『
皇
明
』
の
該
当
部
分
と
比
較
を
行
う
。

「
射
死
友
諒
」

『
今
言
』
に
い
う
『
国
朝
英
烈
記
』
の
「
生
擒
士
誠
」
と
「
射
死
友
諒
」
は
、
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史
実
の
順
に
従
え
ば
陳
友
諒
と
の
戦
い
が
先
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
「
射
死
友
諒
」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

朱
元
璋
と
陳
友
諒
の
鄱
陽
湖
で
の
戦
い
は
、
『
国
朝
』
全
体
の
中
で
も
一
つ

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
い
え
る
。
朱
元
璋
が
命
の
危
機
に
陥
る
と
こ
ろ
ま
で
追

い
つ
め
ら
れ
る
、
作
中
唯
一
と
い
え
る
場
面
も
あ
り
、
そ
の
後
で
赤
壁
の
戦
い

を
思
わ
せ
る
火
計
が
成
功
し
、
陳
友
諒
を
討
ち
取
る
と
い
う
展
開
ま
で
の
溜
め

に
な
っ
て
い
る
。

陳
友
諒
の
死
に
つ
い
て
は
、『
国
朝
』
は
は
っ
き
り
と
郭
英
の
功
績
と
す
る
。

『
国
朝
』

太
祖
三
戰
鄱
陽
湖

郭
英
箭
射
陳
友
諒

36

二
隻
の
戦
船
が
追
い
つ
い
て
来
た
。
先
頭
は
郭
英
で
あ
り
、
康
茂
才
が
後

に
続
く
。
張
定
辺
は
急
ぎ
弓
を
引
い
て
矢
を
つ
が
え
る
と
、
ふ
り
返
っ
て

放
っ
た
。
矢
は
郭
英
の
左
腕
に
命
中
し
、
血
が
白
い
羅
の
袍
に
染
み
と
お

っ
た
。
郭
英
は
大
い
に
怒
り
、
弓
を
手
に
取
る
と
、
矢
を
取
っ
て
弦
に
つ

が
え
る
や
放
つ
と
、
陳
友
諒
の
左
眼
に
命
中
し
、
頭
の
後
ろ
が
わ
ま
で
矢

じ
り
が
突
き
抜
け
た
。

（
六
）

同
じ
部
分
を
『
皇
明
』
の
文
章
で
見
る
と
、
基
本
的
に
展
開
は
共
通
す
る
。

『
皇
明
』

太
祖
三
戰
鄱
陽
湖

郭
英
箭
射
陳
友
諒

36

陳
友
諒
が
逃
げ
な
が
ら
戦
う
と
、
数
里
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
前
を
見

る
と
、
ま
た
船
が
現
れ
て
行
く
手
を
阻
む
。
こ
れ
す
な
わ
ち
郭
英
と
康
茂

才
で
あ
っ
た
。
陳
友
諒
は
ま
す
ま
す
動
揺
し
た
。
船
が
追
い
つ
こ
う
と
す

る
と
き
、
張
定
辺
が
急
ぎ
弓
を
引
い
て
矢
を
放
つ
と
、
郭
英
の
左
腕
に
当

っ
た
。
郭
英
は
痛
み
を
こ
ら
え
て
矢
を
抜
く
と
、
血
が
白
い
袍
に
染
み
と

お
っ
た
が
、
郭
英
も
ま
た
矢
を
射
返
す
と
、
陳
友
諒
に
命
中
し
、
眼
と
頭

骨
を
貫
い
て
陳
友
諒
は
死
ん
だ
。

（
七
）

二
者
は
陳
友
諒
を
射
殺
し
た
功
績
が
郭
英
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
張
定
辺
に
射
ら
れ
た
矢
傷
か
ら
血
が
郭
英
の
白
い
上
着
に
染
み
と
お
っ
た

こ
と
ま
で
が
重
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
皇
明
』
の
原
文
に
あ
る
「
貫
眼
及
顱
而
死
」
と
い
う
部
分
は
、

各
種
の
史
書
筆
記
が
陳
友
諒
の
流
れ
矢
に
よ
る
死
を
書
く
さ
い
用
い
た
表
現
で

あ
る
。

陳
友
諒
の
死
に
ま
つ
わ
る
言
説
に
は
数
種
の
説
が
あ
る
が
、
多
く
は
そ
れ
を

流
れ
矢
に
よ
る
も
の
と
し
、
郭
勛
自
ら
の
手
に
な
り
、
郭
英
を
元
勲
徐
達
・
沐

英
と
並
べ
て
讃
え
た
『
三
家
世
典
』
で
す
ら
、
郭
英
の
功
績
と
は
断
言
し
な
い
。

先
行
す
る
黄
金
『
皇
明
開
国
功
臣
録
』
の
記
述
を
襲
っ
て
「
友
諒
流
矢
に
中
り

て
死
す
。
英
の
功
と
言
う
者
有
り
、
上
之
を
問
う
に
、
英
曰
く
、
「
天
威
神
算

に
し
て
、
臣
何
の
力
や
あ
ら
ん
」
と
。
」
と
述
べ
る
に
留
め
る
。

（
八
）

な
お
こ
の
「
天
威
神
算
に
し
て
、
臣
何
の
力
や
あ
ら
ん
」
と
い
う
郭
英
の
言

葉
は
『
皇
明
』

に
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
、
自
ら
あ
げ
た
功
績
に
対
し
て
謙
遜

36

す
る
セ
リ
フ
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
『
国
朝
』

で
は
「
殿
下
の
洪
福
、
諸

37

将
の
力
に
し
て
、
臣
の
功
に
非
ず
」
と
あ
る
。

（
九
）

陳
友
諒
の
死
の
表
現
に
せ
よ
、
郭
英
の
セ
リ
フ
に
せ
よ
、
『
皇
明
』
が
史
書

の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
に
対
し
て
、
『
国
朝
』
で
は
史
書
と
は
異
な
る

表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

「
生
擒
士
誠
」

張
士
誠
の
生
け
捕
り
に
関
し
て
は
、
各
種
の
史
書
筆
記
は
、
自
殺
し
よ
う
と

し
た
張
士
誠
を
、
徐
達
の
意
を
受
け
た
降
将
李
伯
昇
が
あ
わ
や
の
と
こ
ろ
で
止

め
た
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
が
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
の
が
、
弘
治
年
間
に
は

作
ら
れ
て
い
た
呉
寛
『
平
呉
録
』
の
記
述
で
あ
る
。

（
張
）
士
誠
独
り
室
中
に
坐
す
に
、
左
右
皆
な
散
走
す
。
（
徐
）
達

李
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伯
昇
を
遣
わ
し
士
誠
の
所
に
至
り
意
を
諭
せ
し
む
。
時
に
日
は
已
に
暮
れ
、

士
誠
戸
を
距
ぎ
て
自
ら
縊
る
、
伯
昇
戸
を
決
り
、
降
將
趙
世
雄
を
し
て

ふ
せ

き

之
を
抱
解
せ
し
む
る
に
、
気
未
だ
絶
え
ず
、
復
た
蘇
る
。

（
一
〇
）

こ
れ
に
対
し
て
『
国
朝
』
巻
四
十
五
は
、
こ
の
「
生
擒
士
誠
」
の
功
績
を
は

っ
き
り
と
郭
英
の
も
の
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
今
言
』
が
い
う
と
こ
ろ
の
『
国

朝
英
烈
記
』
の
記
述
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

『
国
朝
』

徐
達
智
賺
莫
天
祐

劉
基
祭
風
打
蘇
州

45

呉
王
（
張
士
誠
）
は
事
態
を
見
る
と
、
急
ぎ
宝
物
を
焼
き
、
前
殿
に
戻
り
、

首
を
く
く
っ
て
死
の
う
と
し
た
。
は
か
ら
ず
も
一
人
の
白
い
袍
に
銀
の
よ

ろ
い
を
つ
け
た
将
軍
、
す
な
わ
ち
郭
英
が
現
れ
、
呉
王
を
捕
ら
え
た
。
郭

英
は
ゆ
っ
た
り
と
徐
達
元
帥
に
ま
み
え
て
功
を
献
ず
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
次
回
を
お
聞
き
あ
れ
。

（
一
一
）

い
っ
ぽ
う
『
皇
明
』

は
、
「
生
擒
士
誠
」
の
功
績
を
、
後
に
雲
南
平
定
で

45

功
績
を
上
げ
る
武
将
沐
英
の
も
の
と
し
て
い
る
。

『
皇
明
』

徐
達
智
賺
莫
天
祐

劉
基
祭
風
打
蘇
州

45

（
張
）
士
誠
は
逃
げ
て
奥
庭
の
梧
桐
の
樹
の
下
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
嘆

じ
て
言
っ
た
。
「
天
は
我
を
滅
ぼ
し
た
」
そ
し
て
紫
の
絹
帯
を
ほ
ど
く
と

首
を
く
く
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
こ
に
一
人
の
将
軍
が
馳
せ
か
け
て
き
た
。

白
い
袍
に
白
い
よ
ろ
い
は
、
す
な
わ
ち
先
鋒
の
沐
英
で
あ
る
。
一
矢
で
紫

の
絹
帯
を
射
切
る
と
、
張
士
誠
は
地
に
落
ち
た
。
沐
英
は
配
下
に
こ
れ
を

捕
ら
え
さ
せ
た
。

（
一
二
）

『
雲
合
』
も
『
皇
明
』
と
同
じ
く
沐
英
の
功
績
と
し
て
お
り
、
「
英
烈
伝
」

と
総
称
さ
れ
る
べ
き
作
品
の
中
で
、
『
国
朝
』
の
み
が
こ
の
功
績
を
郭
英
の
も

の
と
す
る
。
『
今
言
』
が
記
す
作
品
名
は
「
国
朝
英
烈
記
」
で
『
国
朝
』
と
近

い
上
に
内
容
も
重
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
『
国
朝
』
を
ふ
ま
え
て
改
め
て
『
皇
明
』

を
見
る
と
、
そ
の
表

45

現
に
対
し
て
疑
問
が
出
て
く
る
。
『
皇
明
』
は
あ
く
ま
で
「
沐
英
」
と
は
す
る

も
の
の
、
そ
の
沐
英
が
「
白
袍
」
を
ま
と
う
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
話
の
展
開

も
『
平
呉
録
』
な
ど
に
対
し
て
『
国
朝
』
に
非
常
に
近
い
。

沐
英
は
『
皇
明
』
全
体
に
渡
っ
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
以
外
の
箇
所
で
「
白

袍
」
や
「
素
甲
」
を
身
に
着
け
て
い
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。
白
づ
く
め
の
武

装
は
『
皇
明
』
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
郭
英
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述

の
陳
友
諒
を
射
殺
し
た
場
面
の
あ
る
『
皇
明
』

に
も
「
素
袍
」
と
書
か
れ
、

36

『
皇
明
』

と

に
も
郭
英
の
姿
は
「
白
袍
銀
甲
」
と
あ
る
。

33

37

『
国
朝
』
で
は
郭
英
が
白
い
武
装
を
ま
と
う
こ
と
は
『
皇
明
』
以
上
に
繰
り

返
し
登
場
す
る
。
『
皇
明
』
と
場
面
の
重
な
る
『
国
朝
』

・

に
加
え
、

33

37

16

で
は
詩
を
、

で
は
賛
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
郭
英
の
姿
を
表
し
て
い
る
。

31

『
国
朝
』

徐
元
帥
一
困
常
州

廖
永
安
呉
江
大
戦

16

こ
の
陣
か
ら
は
郭
英
が
出
撃
し
た
。
詩
に
言
う
、
身
に
上
す
白
袍
は
素
練

を
飛
ば
し
、
手
中
の
鉄
槊
は
寒
光
を
迸
ら
す
。
鞭
は
玉
鱗
の
坤
地
蟒
を
垂

れ
、
馬
は
陰
山
の
雪
夜
叉
に

る
。

（
一
三
）

『
国
朝
』

常
公
大
戰
安
豐
城

太
祖
兵
困
廬
州
府

31

郭
英
が
出
撃
し
た
。
賛
に
い
う
、
甲
は
掛
く
三
冬
の
雪
、
袍
は
披
う
九
月

の
霜
。
馬
は
銀
騣
の
馬
に

り
、
手
に
は
白
鎗
を
拈
出
す
。

（
一
四
）

つ
ま
り
『
国
朝
』
で
も
『
皇
明
』
で
も
、
白
づ
く
め
の
装
束
の
武
将
が
登
場

し
た
な
ら
、
郭
英
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
皇
明
』
は
「
生
擒
士
誠
」

の
功
績
を
、
先
行
の
テ
キ
ス
ト
が
「
郭
英
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、「
沐
英
」

へ
と
改
変
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
し
て
『
国
朝
』
は
ま
さ
に
そ
の

先
行
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
資
格
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
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四

『
国
朝
英
烈
伝
』
と
「
原
本
英
烈
伝
」
・
「
旧
本
英
烈
伝
」

現
存
の
『
皇
明
』
に
は
序
に
「
旧
本
」
の
記
載
が
見
え
、
本
文
中
に
も
「
原

本
英
烈
伝
」
・
「
旧
本
英
烈
伝
」
・
「
原
本
」
・
「
旧
本
」
の
注
記
が
あ
り
、
す
で

に
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
「
原
本
」
や
「
旧
本
」
は
、
現

（
一
五
）

存
の
諸
本
よ
り
も
先
行
す
る
作
品
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
本
論
で
は
、
『
国
朝
』
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
れ
を
検
討
す
る
。

「
皇
明
英
烈
伝
序
」
は
そ
の
末
部
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

某
揣
ら
ず
し
て
昭
代
の
事
蹟
を
博
採
し
、
旧
本
に
因
り
て
之
を
修
飾
し
、

は
か

其
の
遺
す
所
を
補
い
、
其
の
陋
し
き
所
を
文
り
、
其
の

譌

つ
所
を
正
し
、

の
こ

い
や

か
ざ

あ
や
ま

集
め
て
以
て
編
と
成
し
、
分
か
ち
て
六
巻
と
為
し
、
之
を
名
づ
け
て
皇
明

開
運
伝
と
曰
う
、
蓋
し
明
良
昌
期
の
意
を
取
る
な
り
。

（
一
六
）

序
文
に
よ
れ
ば
、
『
皇
明
』
は
「
旧
本
」
の
取
り
残
し
た
話
題
を
補
い
、
卑

俗
な
部
分
に
は
手
を
加
え
、
誤
り
は
正
し
、
六
巻
の
構
成
に
し
た
と
い
う
。

『
国
朝
』
は
十
二
集
六
十
巻
で
、
各
集
に
五
巻
分
の
巻
目
の
目
録
が
つ
く
。

そ
れ
に
対
し
て
『
皇
明
』
は
六
巻
六
十
則
で
、
各
巻
に
二
回
、
五
則
分
の
目
録

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
『
皇
明
』
の
序
に
い
う
「
旧
本
」
の
構
成
は
六
巻
本
で

な
い
と
い
う
こ
と
以
上
に
は
分
か
ら
な
い
。
と
は
い
え
、「
旧
本
」
が
『
国
朝
』

の
よ
う
な
分
巻
形
式
を
持
ち
、
そ
れ
を
章
回
形
式
の
長
編
小
説
の
一
般
的
な
形

に
仕
立
て
直
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
の
改
変
部
分
の
う
ち
、
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
の
は
、『
皇

明
』
本
文
に
、「
原
本
」「
旧
本
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。「
原
本
」

「
旧
本
」
の
記
載
は
『
皇
明
』
全
体
で
十
箇
所
見
え
る
。
な
お
、
例

か
ら
例

1

は
『
国
朝
』
の
缺
部
に
当
る
た
め
本
論
で
は
検
討
せ
ず
、
位
置
の
み
を
示
し
、

4例

以
降
を
個
別
に
検
討
す
る
。

5

例

『
皇
明
』

巻

葉

行

1

4

1

13

a

2

例

『
皇
明
』

巻

葉

行

2

5

1

16

b

6

例

『
皇
明
』

巻

葉

行

3

8

1

37

b

3

例

『
皇
明
』

巻

葉

行

4

8

1

38

b

6

例

『
皇
明
』

高
皇
帝
采
石
吟
詩

太
平
城
陶
安
獻
策

5

11

（
太
平
城
の
）
郡
将
呉
昇
は
、
太
祖
が
仁
徳
を
そ
な
え
る
こ
と
を
聞
き
、

天
命
の
帰
す
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
、
西
門
を
開
い
て
太
祖
に
投
降
し
た
。

太
祖
は
大
い
に
喜
ん
で
い
う
。
「
私
は
勇
士
や
賢
者
を
招
き
、
と
も
に
大

事
を
は
か
ら
ん
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ち
は
江
左
の
名
賢
と
聞
い
て
お
る
、

今
日
道
を
と
も
に
で
き
た
こ
と
、
何
よ
り
だ
」
た
だ
ち
に
総
管
の
地
位
を

与
え
た
。
呉
昇
は
拝
謝
し
て
い
う
。
「
主
公
が
も
し
天
下
を
取
る
お
つ
も

り
な
ら
ば
、
降
軍
や
民
草
に
寛
大
な
処
置
を
取
ら
れ
れ
ば
、
従
わ
ぬ
こ
と

な
ど
あ
り
ま
す
ま
い
。
」
そ
こ
で
太
祖
を
太
平
城
中
に
招
き
入
れ
た
。
元

の
守
臣
は
北
門
を
開
い
て
逃
れ
た
。
旧
本
に
呉
昇
の
事
無
し
。
（
傍
線
は

（
一
七
）

注
記
・
按
語
部
分
、
以
下
同
）

呉
昇
が
降
る
部
分
は
、
『
皇
明
』
は
黄
金
『
皇
明
開
国
功
臣
録
』
の
呉
昇
伝

に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
八
）

「
旧
本
に
呉
昇
の
事
無
し
」
の
意
味
は
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
は
序
に
い
う
と

こ
ろ
の
「
其
の
遺
す
所
を
補
」
っ
た
部
分
に
あ
た
る
。

『
国
朝
』
の
該
当
部
分
を
見
て
み
る
と
、
『
国
朝
』

に
は
呉
昇
の
降
っ
た

11

話
柄
は
全
く
見
え
ず
、
采
石
磯
で
詩
を
詠
ず
る
話
柄
か
ら
、
太
平
城
で
李
習
と

陶
安
が
降
る
部
分
に
つ
な
が
る
。
つ
ま
り
『
皇
明
』
の
い
う
「
旧
本
」
と
『
国

朝
』
の
内
容
は
合
致
す
る
。

例

『
皇
明
』

伯
溫
計
破
陳
友
諒

興
祖
大
戰
采
石
磯

6

27

こ
の
時
、
陳
友
諒
に
も
し
知
略
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
兵
を
止
め
て
動
か
ず
、
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陣
を
し
い
て
待
っ
た
な
ら
ば
、
伏
兵
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
軍
勢
が
強

く
多
勢
な
の
を
見
て
、
簡
単
に
は
攻
め
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

陳
友
諒
は
考
え
が
こ
れ
に
及
ば
ず
、
猪
突
ば
か
り
を
は
か
っ
た
た
め
に
、

全
軍
が
大
敗
し
た
の
で
あ
っ
た
。
考
え
る
に
、
『
皇
明
通
紀
』
は
こ
の
時

日
の
盛
り
で
酷
暑
で
あ
っ
た
と
し
、
旧
本
は
夜
間
に
交
戦
し
た
と
す
る
が
、

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
は
分
か
ら
ぬ
。
太
祖
は
紫
の
衣
を
ま
と
い
鎧
を
つ

け
、
日
除
け
を
差
し
か
け
さ
せ
て
い
た
。
太
祖
は
劉
基
と
城
楼
の
上
か
ら

敵
を
望
む
と
、
将
軍
た
ち
は
陳
友
諒
の
兵
を
見
て
即
座
に
戦
を
始
め
よ
う

と
す
る
。
太
祖
は
命
令
を
下
し
て
い
う
。
「
も
う
す
ぐ
雨
が
降
る
、
諸
軍

は
し
ば
ら
く
休
息
し
、
雨
に
乗
じ
て
攻
撃
せ
よ
」
こ
の
時
太
陽
が
空
に
見

え
て
お
り
、
み
な
に
わ
か
に
は
信
じ
な
か
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
風
が
西
北

か
ら
吹
き
、
ま
た
た
く
ま
に
雨
が
強
く
降
り
出
し
た
。

（
一
九
）

こ
の
部
分
は
、
按
語
の
中
で
『
皇
明
通
紀
』
（
以
下
、
『
通
紀
』
と
略
称
す

る
）
と
「
旧
本
」
の
記
述
が
対
立
す
る
こ
と
を
示
し
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
分

か
ら
な
い
、
と
す
る
が
、
そ
の
後
の
文
は
実
際
に
は
『
通
紀
』
至
正
二
十
年
五

月
條
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
）

『
通
紀
』
は
嘉
靖
三
十
八
年
（
一
五
五
九
）
刊
の
編
年
体
史
書
で
あ
り
、『
皇

明
』
は
、
本
文
、
史
論
の
引
用
な
ど
様
々
な
点
で
こ
れ
に
大
き
く
依
拠
し
て
い

る
と
い
え
る
。

（
二
一
）

こ
れ
に
対
し
て
『
国
朝
』

の
冒
頭
に
あ
た
る
部
分
を
見
る
と
、
こ
の
戦
は

27

確
か
に
夜
戦
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

『
国
朝
』

陳
友
諒
夜
走
龍
江

張
興
祖
采
石
大
戰

27

さ
て
劉
基
は
軍
勢
を
伏
せ
た
と
こ
ろ
で
、
空
は
す
で
に
暗
く
な
っ
て
い
た
。

（
略
）
陳
軍
の
兵
た
ち
は
火
砲
や
火
箭
に
当
た
り
、
互
い
に
押
し
合
っ
て

死
ぬ
も
の
は
半
数
を
超
え
、
空
が
明
る
く
な
る
と
突
破
し
て
敗
走
し
た
。

（
二
二
）

こ
う
し
た
記
述
を
持
つ
の
は
、
「
英
烈
伝
」
と
呼
ぶ
べ
き
作
品
群
の
中
で
、

唯
一
『
国
朝
』
の
み
で
あ
る
。

例

『
皇
明
』

趙
德
勝
南
昌
大
戰

張
子
明
求
救
死
節

7

32

（
略
）
そ
こ
で
（
趙
徳
勝
）
の
没
後
、
太
祖
は
梁
国
公
に
封
じ
た
。
旧
本

は
夏
茂
誠
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
二
三
）

『
皇
明
』
の
該
当
の
則
は
、
朱
元
璋
配
下
の
南
昌
の
守
将
た
ち
が
、
陳
友
諒

の
軍
勢
と
激
し
く
戦
い
、
朱
軍
の
趙
徳
勝
が
弩
で
射
ら
れ
て
死
ぬ
前
半
と
、
朱

軍
の
張
子
明
が
本
隊
に
救
援
を
求
め
、
城
中
に
戻
る
さ
い
陳
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、

味
方
の
到
来
を
城
中
に
告
げ
て
死
ぬ
、
と
い
う
二
人
の
忠
臣
の
死
に
様
が
語
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
注
記
が
入
る
趙
徳
勝
の
死
は
、
『
皇
明
開
国
功
臣
録
』
に
拠

っ
て
文
章
が
作
ら
れ
て
い
る
と
思
し
い
が
、
『
国
朝
』
に
は
該
当
部
は
無
い
。

『
国
朝
』
は
趙
徳
勝
を
「
衆
将
」
の
一
人
と
し
て
名
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
る
。

『
国
朝
』

鄧
元
帥
南
昌
大
戰

張
子
明
夜
走
洪
都

32

陳
友
諒
は
昼
夜
分
か
た
ず
城
を
攻
め
、
将
軍
た
ち
は
抗
戦
し
た
が
、
こ
れ

以
上
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。
七
十
日
の
間
に
、
互
い
に
被
害
を
受
け
、
趙

徳
勝
、
徐
明
、
夏
茂
成
、
葉
思
成
、
朱
潜
、
牛
海
龍
、
劉
得
山
、
劉
斉
ら

の
朱
軍
の
諸
将
が
皆
陣
没
し
た
。

（
二
四
）

例

の
注
記
の
内
容
は
、
趙
徳
勝
の
死
に
様
か
梁
国
公
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と

7

に
つ
い
て
の
ど
ち
ら
か
が
、
「
旧
本
」
で
は
夏
茂
誠
（
『
通
紀
』
等
に
よ
れ
ば

夏
茂
成
）
と
誤
っ
て
い
る
、
と
読
め
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
国
朝
』
は

あ
て
は
ま
ら
な
い
。
た
だ
し
、
『
皇
明
』
が
こ
の
部
分
で
史
書
に
拠
っ
て
文
を

作
り
、
『
国
朝
』
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
上
記
の
例

・
例

と
も
共
通
す

5

6

る
と
い
え
よ
う
。

例

『
皇
明
』

王
禕
獨
作
秋
江
賦

太
祖
一
戰
鄱
陽
湖

8

33

こ
の
時
、
廖
永
忠
も
同
行
を
願
っ
た
の
で
、
太
祖
は
大
い
に
喜
び
、
即
座
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に
兵
五
百
と
戦
船
十
隻
を
指
揮
さ
せ
、
兪
通
海
ら
に
同
行
さ
せ
、
慎
重
に

進
軍
さ
せ
た
。
旧
本
で
は
兪
廷
玉
に
作
る
が
、
こ
の
時
兪
廷
玉
は
安
慶
攻

め
で
す
で
に
死
ん
で
久
し
い
は
ず
で
あ
る
。

（
二
五
）

『
皇
明
』
は
、
「
旧
本
」
で
は
こ
の
場
面
で
兪
通
海
を
兪
廷
玉
と
書
く
が
、

そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
序
に
い
う
「
其
の
譌
つ
所
を
正
し
」
た
も

の
と
い
え
る
。

『
国
朝
』
に
は
、
陳
友
諒
に
夜
戦
を
し
か
け
、
陳
友
仁
を
討
ち
取
る
と
い
う

『
皇
明
』
に
あ
る
場
面
そ
の
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
そ
の
後
に
兪
廷
玉
の

名
前
が
登
場
す
る
。
『
国
朝
』

で
は
常
遇
春
の
セ
リ
フ
の
中
に
李
文
忠
と

34

と
も
に
並
べ
ら
れ
、
『
国
朝
』

で
は
劉
基
の
挙
げ
る
「
五
十
員
上
将
」
の

36

名
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
陳
友
諒
と
の
戦
い
が
か
な
り
進
ん
だ
時
点
ま
で
兪
廷

玉
が
生
き
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
は
、
『
国
朝
』
は
「
旧
本
」
と
同
じ
誤
り

を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

例

『
皇
明
』

張
士
誠
大
戰
姑
蘇

華
雲
龍
暗
入
無
錫

9

44

こ
れ
よ
り
前
、
兪
通
海
は
ま
ず
諸
将
ら
と
と
も
に
、
（
浙
江
の
）
旧
館
・

烏
鎮
の
と
り
で
を
落
と
し
、
そ
し
て
兵
を
率
い
て
太
倉
州
に
入
っ
て
い
た
。

太
倉
州
の
民
草
は
羊
酒
香
花
を
献
上
し
、
降
っ
て
朱
軍
を
迎
え
る
も
の
は

道
に
満
ち
た
。
（
略
）
旧
本
は
こ
れ
を
取
り
残
す
。

（
二
六
）

例

『
皇
明
』

同
右

（
二
七
）

10

44

こ
れ
よ
り
前
、
徐
達
が
呉
の
討
伐
に
向
か
お
う
と
す
る
と
き
、
太
祖
は
こ

れ
に
諭
し
て
言
っ
た
。
（
略
）
旧
本
は
こ
れ
を
取
り
残
す
。

（
二
八
）

以
上
の
二
例
の
原
文
に
お
け
る
「
旧
本
遺
此
」
と
は
、
前
述
の
「
皇
明
英
烈

伝
序
」
に
「
其
の
遺
す
所
を
補
う
」
と
あ
る
も
の
に
あ
た
る
。
例

に
つ
い
て

9

は
『
通
紀
』
至
正
二
十
六
年
（
一
三
六
六
）
十
一
月
條
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。

ま
た
例

の
略
部
分
に
は
徐
達
へ
の
諭
告
が
見
え
、
こ
れ
は
『
通
紀
』
至
正
二

10

十
六
年
八
月
條
や
『
平
呉
録
』
等
に
見
ら
れ
る
。
『
国
朝
』
は
例

・
例

の

9

10

内
容
を
と
も
に
載
せ
な
い
。

重
要
な
の
は
例

・
例

・
例

と
同
じ
く
、
こ
れ
が
単
な
る
話
柄
で
は
な

5

6

7

く
、
『
皇
明
』
が
「
旧
本
」
か
ら
、
『
通
紀
』
を
は
じ
め
と
し
た
史
書
に
拠
っ

て
文
を
補
っ
た
部
分
だ
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら

す
る
と
、
『
皇
明
』
に
い
う
「
旧
本
」
は
、
『
皇
明
』
が
依
拠
す
る
様
々
な
史

書
、
と
く
に
『
通
紀
』
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
『
国
朝
』
も
、
『
通
紀
』
の
影
響
が
見
え
な
い
点
で
、
「
旧
本
」
と
共
通
す

る
。現

在
の
と
こ
ろ
、
『
皇
明
』
に
い
う
「
原
本
」
「
旧
本
」
が
一
つ
の
書
物
か

複
数
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
だ
け
の
証
拠
は
そ
ろ
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
『
国
朝
』
で
あ
る
と
も
断
言
し
が
た
い
。
こ
の
段
階
で

い
え
る
の
は
、
「
旧
本
」
と
『
国
朝
』
は
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
れ
は

『
皇
明
』
の
各
版
本
は
も
ち
ろ
ん
、
『
雲
合
』
の
各
版
本
も
備
え
て
い
な
い
特

徴
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五

「
英
烈
伝
」
作
品
群
の
関
係

第
三
章
で
は
、
『
国
朝
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
『
皇
明
』
が
史
書
の
表

現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
話
柄
で
も
『
国
朝
』
は
史
書
と
異
な

る
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
前
章
で
は
、
『
皇
明
』
に
い

う
「
旧
本
」
は
『
通
紀
』
な
ど
の
史
書
に
依
拠
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
「
旧
本
」
の
特
徴
は
『
国
朝
』
と
共
通
す
る
と
指
摘
し
た
。

そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
第
三
章
で
も
ふ
れ
た
「
射
死
友
諒
」
の
場
面
を
用
い

て
、
『
国
朝
』
『
皇
明
』
に
、
『
皇
明
』
が
依
拠
し
た
材
料
と
『
雲
合
』
の
同
じ
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場
面
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
比
較
し
て
み
る
。

本
文
に
附
載
し
た
表
１
は
順
に
、
『
国
朝
』

、
『
三
国
志
演
義
』
及
び
『
通

36

紀
』
、
『
皇
明
』

、
『
雲
合
』

の
部
分
で
あ
る
。
表
は
『
皇
明
』
を
基
準
と

（
二
九
）

36

39

し
、
展
開
を
九
つ
に
分
け
、
『
国
朝
』
と
『
雲
合
』
の
連
続
し
た
文
章
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
展
開
に
当
て
は
め
て
分
段
し
た
。

先
に
『
皇
明
』
と
『
雲
合
』
を
比
較
し
、
そ
の
特
徴
を
端
的
に
述
べ
れ
ば
、

『
雲
合
』
は
『
皇
明
』
よ
り
も
全
体
に
字
数
が
多
く
、
『
皇
明
』
に
あ
り
『
雲

合
』
に
な
い
セ
リ
フ
・
話
柄
は
な
い
（
た
だ
し
『
三
国
志
演
義
』
の
い
わ
ゆ
る

「
華
容
道
」
の
場
面
に
基
づ
く
セ
リ
フ
は
、
話
者
が
『
皇
明
』
で
は
陳
友
諒
、

『
雲
合
』
で
は
張
定
辺
で
あ
る
）
。
ま
た
『
雲
合
』
に
は
「
把
」
や
「
了
」
な

ど
白
話
的
な
表
現
が
『
皇
明
』
よ
り
も
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
の
特
徴
は
『
皇
明
』

が
史
書
に
依
拠
し
て
い
る
部
分
に
お
い
て
、
よ
り
際
立
っ
て
い
る
。

以
上
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
は
作
品
全
体
を
見
て
も
共
通
し
て
お
り
、
ま
た
、

他
の
場
面
で
は
『
雲
合
』
の
み
に
見
え
る
セ
リ
フ
や
話
柄
も
多
い
と
い
う
特
徴

も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
『
雲
合
』
が
『
皇
明
』
を
改
変
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
『
国
朝
』
と
『
皇
明
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
皇
明
』

は
『
国
朝
』
よ
り
も
全
体
に
字
数
が
多
く
、
『
国
朝
』
に
あ
っ
て
『
皇
明
』
に

な
い
セ
リ
フ
・
話
柄
は
な
い
。
逆
に
『
皇
明
』
に
あ
っ
て
『
国
朝
』
に
な
い
セ

リ
フ
・
話
柄
は
あ
る
（
表
の
２
・
４
・
６
・
７
）
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
内
容
に

は
、
『
皇
明
』
に
し
か
見
え
な
い
も
の
、
先
行
す
る
小
説
を
ま
ね
た
も
の
、
『
通

紀
』
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
も
、
作
品
全
体
に
共
通
す
る
も
の
と
い
え
、
特
に
『
通
紀
』

を
ふ
ま
え
た
部
分
が
『
国
朝
』
に
見
え
な
い
こ
と
は
、
前
章
の
『
皇
明
』
に
い

う
「
旧
本
」
と
の
比
較
で
も
見
た
通
り
で
あ
る
。

も
し
、『
国
朝
』
と
『
皇
明
』
の
関
係
が
、『
皇
明
』
が
先
、『
国
朝
』
が
後
、

つ
ま
り
『
国
朝
』
は
『
皇
明
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
あ
た
る
と
考
え
る
と
、

『
国
朝
』
は
全
体
の
分
量
が
『
皇
明
』
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
『
皇
明
』
に
あ

っ
て
『
国
朝
』
に
な
い
セ
リ
フ
や
話
柄
が
あ
る
こ
と
は
当
然
と
も
い
え
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
『
皇
明
』
に
あ
っ
て
『
国
朝
』
に
な
い
セ
リ
フ
や
話
柄
に
は
、

先
行
す
る
小
説
を
ま
ね
た
も
の
や
先
行
の
史
書
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
多
く
、
と

く
に
『
通
紀
』
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
明
確
な
傾
向
の
説
明
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

表
１
に
も
挙
げ
た
通
り
、
『
皇
明
』
が
『
通
紀
』
を
ふ
ま
え
た
部
分
は
、
典

拠
を
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。『
皇
明
』
か
ら
成
っ
た
『
雲
合
』
で
は
、

『
通
紀
』
の
内
容
は
文
章
を
書
き
換
え
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
こ
ま

れ
て
い
る
。
『
国
朝
』
が
『
皇
明
』
か
ら
作
ら
れ
た
の
な
ら
、
『
通
紀
』
を
ふ

ま
え
た
展
開
の
少
な
く
と
も
一
部
は
、
『
国
朝
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。

逆
に
、『
国
朝
』
と
『
皇
明
』
の
関
係
が
、『
国
朝
』
が
先
、『
皇
明
』
が
後
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
『
国
朝
』
に
『
通
紀
』
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
の
説
明
は
つ
く
。

『
皇
明
』
が
、
『
国
朝
』
か
、
そ
れ
と
同
じ
系
統
に
あ
る
作
品
を
「
旧
本
」
、

少
な
く
と
も
そ
の
一
つ
と
し
、
先
行
す
る
小
説
や
『
通
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る

史
書
か
ら
セ
リ
フ
や
話
柄
を
足
し
、
全
体
を
書
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
序
の
内
容
に
も
合
い
、
本
文
に
い
う
「
旧
本
」
と
の
関

係
に
も
合
致
す
る
。

本
論
で
は
、
『
国
朝
』
は
『
皇
明
』
よ
り
先
行
す
る
も
の
と
考
え
る
。
『
国

朝
』
は
、
『
通
紀
』
や
他
の
史
書
、
小
説
の
セ
リ
フ
や
話
柄
を
豊
富
に
取
り
入

れ
る
前
の
「
英
烈
伝
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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六

『
国
朝
英
烈
伝
』
の
制
作
方
針
と
編
年
体
史
書

『
国
朝
』
の
文
中
に
『
通
紀
』
の
影
響
が
見
え
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

が
、
歴
史
小
説
は
、
何
ら
か
の
形
で
編
年
体
の
史
書
を
用
い
て
制
作
さ
れ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
歴
史
物
語
の
文
藝
と
し
て
は
、
史
書
と
の
関
係
が
比
較
的

遠
い
と
思
わ
れ
る
平
話
に
も
、
そ
の
制
作
の
さ
い
編
年
体
の
史
書
は
用
い
ら
れ

て
い
る
。
編
年
体
の
史
書
は
、
話
柄
の
順
序
を
整
え
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
あ

る
出
来
事
に
費
や
す
期
間
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
作
品
全
体
の
構
成
を
考
え
る

さ
い
に
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
『
国
朝
』
は
、
『
通
紀
』
の
文
を
直
接
は
使
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

構
成
や
話
柄
の
進
行
な
ど
に
お
い
て
も
編
年
体
の
史
書
を
使
っ
て
い
な
い
の

か
。
使
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
『
国
朝
』
は
作
品
全
体
を
構
成
す
る
さ
い
、

ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
国
朝
』
の
作
品
構
成
の
方
針
の
一
端
は
、
そ
の
体
裁
に
表
れ
て
い
る
。
第

二
章
で
述
べ
た
通
り
、
『
国
朝
』
の
現
存
の
各
集
は
葉
数
が
ほ
ぼ
等
し
い
。
章

回
形
式
の
長
編
小
説
で
は
こ
れ
は
不
ぞ
ろ
い
に
な
る
の
が
普
通
で
、
た
と
え
ば

『
皇
明
』
を
『
国
朝
』
の
残
存
部
分
と
比
べ
る
と
、
五
回
ご
と
の
分
量
は
十
八

葉
か
ら
三
十
葉
ま
で
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
国
朝
』
を
制
作
す
る
さ
い
、
意

図
的
に
均
整
の
取
れ
た
構
成
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
他
の
部
分
に
も
『
国
朝
』
が
意
図
的
に
構
成
の
た
め
に
用
い
た
と
思

わ
れ
る
点
が
あ
る
。
章
回
形
式
の
長
編
小
説
で
は
、
物
語
を
進
行
す
る
さ
い
、

一
般
に
展
開
を
表
す
語
（
以
下
に
展
開
語
と
呼
ぶ
）
を
用
い
、
新
た
な
人
物
や

（
三
〇
）

土
地
に
話
が
前
置
き
無
く
飛
ぶ
こ
と
は
少
な
い
。
そ
の
展
開
語
と
し
て
主
に
用

い
ら
れ
る
も
の
に
は
「
話
説
」
・
「
且
説
」
と
い
っ
た
語
り
手
の
言
葉
に
あ
た

る
も
の
と
、
「
次
日
」
や
具
体
的
な
年
月
な
ど
の
時
間
を
表
す
語
（
以
下
に
時

間
語
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
章
回
形
式
の
小
説
だ
け
で
な
く
、
短
編
小
説
に
も
、
ま
た
平
話
に

も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
国
朝
』
は
一
定
の
規
則
を
持
っ

て
こ
れ
ら
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
規
則
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、

『
国
朝
』
の
作
品
構
成
の
方
針
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

語
り
手
の
言
葉

語
り
手
の
言
葉
を
表
す
展
開
語
の
う
ち
、
新
た
な
話
柄
の
切
り
出
し
を
表
す

「
話
説
」
（

、
以
下
展
開
語
の
後
の
カ
ッ
コ
内
は
『
国
朝
』
全
体
に
使
わ
れ

50

た
回
数
を
表
す
）
は
非
常
に
一
般
的
な
も
の
だ
が
、
『
国
朝
』
で
は
特
殊
な
意

味
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
。
「
話
説
」
は
毎
巻
の
巻
頭
詩
の
後
、
そ
の
巻
の
話
題

を
始
め
る
さ
い
に
用
い
ら
れ
、
他
の
箇
所
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

遡
っ
て
あ
る
事
態
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
説
明
す
る
さ
い
に
は
、
歴
史
小
説

で
は
し
ば
し
ば
「
先
是
」
が
用
い
ら
れ
る
。
『
皇
明
』
で
も
、
本
論
第
四
章
の

例

・
例

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
お
り
、
全
体
で
は
十
箇
所
以
上
あ
る
が
、
こ

9

10

の
「
先
是
」
は
『
国
朝
』
に
は
全
く
使
わ
れ
な
い
。

「
先
是
」
は
通
鑑
系
の
編
年
体
史
書
に
頻
出
の
語
で
あ
り
、
『
通
紀
』
に
も

多
用
さ
れ
て
い
る
。
『
国
朝
』
は
『
通
紀
』
の
文
そ
の
も
の
を
用
い
て
い
な
い

だ
け
で
な
く
、
編
年
体
史
書
の
文
章
の
進
め
方
も
用
い
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

ま
た
、
各
巻
が
必
ず
「
話
説
」
と
切
り
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
二
章
で
述
べ

た
通
り
、
各
巻
に
巻
頭
詩
と
巻
末
詩
を
必
ず
備
え
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
『
国

朝
』
の
一
巻
ご
と
の
構
成
を
均
等
な
も
の
に
し
て
い
る
。
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時
間
語

歴
史
物
語
に
お
い
て
は
、
年
号
や
日
付
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
間
の
時

間
を
省
い
た
り
、
遡
っ
た
り
す
る
技
法
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
『
国
朝
』
で
は
、
年
号
や
日
付
が
書
か
れ
る
箇
所
は
全
体
を
通
し
て
非
常

に
少
な
い
。
こ
れ
は
『
皇
明
』
が
『
通
紀
』
を
し
ば
し
ば
利
用
し
、
物
語
の
部

分
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
年
代
に
特
定
す
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ

る
。
以
下
に
『
国
朝
』
が
年
号
を
記
す
部
分
を
挙
げ
る
。

『
国
朝
』

に
は
徐
寿
輝
が
帝
号
を
僭
称
し
た
と
い
う
話
柄
の
直
後
に
「
此

20

時
壬
寅
年
」
（
至
正
二
十
二
年
、
一
三
六
二
）
と
あ
る
。
徐
寿
輝
が
帝
を
称
し

た
の
は
各
種
の
史
書
に
よ
れ
ば
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）
辛
卯
で
あ
り
、
同

巻
の
前
半
部
に
見
え
る
朱
亮
祖
の
投
降
は
至
正
十
七
年
（
一
三
五
七
）
丁
酉
で

『
国
朝
』
は
誤
っ
て
い
る
。
朱
亮
祖
の
投
降
に
関
し
て
、
『
皇
明
』

に
年
号

20

は
見
え
な
い
が
、
『
皇
明
』

の
冒
頭
に
は
至
正
十
八
年
（
一
三
五
八
）
と
あ

21

る
。『

国
朝
』

に
は
「
次
歲
己
亥
」
（
至
正
十
九
年
、
一
三
五
九
）
と
あ
る
。

28

こ
の
後
に
陳
友
諒
が
九
江
を
棄
て
武
昌
に
撤
退
す
る
が
、
こ
れ
は
各
種
の
史
書

に
よ
れ
ば
至
正
二
十
一
年
（
一
三
六
一
）
の
こ
と
で
、
『
国
朝
』
は
誤
っ
て
い

る
。
『
皇
明
』

は
正
し
く
、
至
正
二
十
一
年
と
す
る
。

28

『
国
朝
』

に
は
王
褘
が
朱
元
璋
の
前
で
「
秋
江
賦
」
を
詠
じ
、
宋
濂
が
同

33

じ
く
詩
を
詠
む
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
を
『
国
朝
』
は
「
乙
未
和
秋
八
月
」

（
至
正
十
五
年
、
一
三
五
五
）
の
こ
と
と
す
る
。
作
中
の
時
間
は
鄱
陽
湖
で
の

大
戦
の
直
前
に
あ
た
り
、
至
正
二
十
三
年
（
一
三
六
三
）
で
あ
る
は
ず
で
、
年

代
は
合
わ
な
い
。
『
皇
明
』

は
至
正
二
十
三
年
の
事
と
し
て
い
る
。

33

以
上
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
『
国
朝
』
が
誤
り
『
皇
明
』
が
正
し
い
年
号
を

書
く
も
の
で
あ
る
が
、
『
国
朝
』
に
正
し
い
年
号
が
載
る
場
合
も
あ
る
。

『
国
朝
』

に
は
陳
友
諒
の
遺
児
陳
理
の
い
る
武
昌
府
を
包
囲
し
た
さ
い
、

37

「
癸
卯
年
十
一
月
」
に
包
囲
し
、
「
次
年
甲
辰
歲
二
月
」
（
至
正
二
十
四
年
、

一
三
六
四
）
に
な
っ
て
陳
理
が
降
伏
し
た
、
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は

各
種
の
史
書
に
も
合
致
し
『
皇
明
』
と
も
共
通
す
る
。

『
国
朝
』

の
冒
頭
に
は
「
呉
元
年
丁
未
歲
次
」
（
一
三
六
七
）
と
あ
り
、

39

こ
れ
は
朱
軍
の
徐
達
・
常
遇
春
が
大
都
に
向
か
い
進
攻
を
始
め
た
時
期
と
し
て

各
種
の
史
書
に
合
致
し
『
皇
明
』
と
も
共
通
す
る
。

『
国
朝
』

に
は
朱
元
璋
の
皇
帝
即
位
の
年
月
と
し
て
「
戊
申
春
正
月
初
四

46

日
」
（
洪
武
元
年
、
一
三
六
八
）
と
記
さ
れ
、
こ
れ
は
各
種
の
史
書
に
合
致
し

『
皇
明
』
と
も
共
通
す
る
。

以
上
の
三
例
は
『
国
朝
』
が
『
皇
明
』
と
同
じ
く
正
し
い
年
号
を
書
く
も
の

で
あ
る
。

『
国
朝
』

の
冒
頭
に
は
「
話
說
洪
武
十
三
年
歲
次
庚
戍
十
一
月
內
」
と
あ

54

る
。
ま
た
功
臣
た
ち
を
公
侯
に
封
じ
た
後
、
四
川
討
伐
が
始
ま
る
前
に
「
洪
武

十
四
年
歲
次
辛
亥
」
の
文
字
も
見
え
る
。
実
際
に
は
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）

が
庚
申
、
洪
武
四
年
（
一
三
七
一
）
が
辛
亥
で
あ
り
、
洪
武
三
年
十
一
月
に
功

臣
た
ち
へ
の
封
爵
が
行
わ
れ
、
翌
年
に
四
川
討
伐
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
皇
明
』

は
い
ず
れ
の
年
代
も
正
し
く
記
す
。

『
国
朝
』

の
冒
頭
に
は
「
洪
武
十
四
年
歲
次
辛
亥
春
三
月
」
と
あ
る
。
劉

59

基
が
病
を
理
由
に
辞
職
を
申
し
出
る
場
面
で
、
こ
れ
は
史
実
で
は
洪
武
四
年
の

事
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
後
、
王
褘
が
雲
南
に
使
い
し
、
元
の
順
帝
の
甥
で
あ
る

梁
王
に
斬
ら
れ
る
話
柄
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
実
で
は
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）

の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
国
朝
』
で
は
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
雲
南
討
伐
が
起

こ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
雲
南
討
伐
は
洪
武
十
四
年
（
一
三
八
一
）
辛
酉

の
こ
と
で
あ
り
、『
国
朝
』
は
雲
南
討
伐
の
年
代
を
優
先
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
皇
明
』

も
劉
基
の
辞
職
を
「
洪
武
十
四
年
」
と
書
き
、
干
支
の
み
正
し
辛

59

酉
と
す
る
。

『
国
朝
』

・

の
例
は
、
二
つ
を
並
べ
て
み
る
と
必
ず
し
も
単
純
な
錯
誤

54

59

と
は
思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
四
川
・
雲
南
討
伐
を
一
つ
の
パ
ー
ト
と
し
、
雲
南

討
伐
の
年
代
に
合
わ
せ
て
独
立
さ
せ
、
功
臣
た
ち
の
封
爵
と
い
う
ひ
と
ま
ず
の

決
着
を
そ
の
パ
ー
ト
の
初
め
に
置
き
、
前
の
回
か
ら
十
年
以
上
後
の
こ
と
と
す

る
こ
と
で
、
物
語
の
中
の
時
間
の
流
れ
に
整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
意
図

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
皇
明
』
は
各
所
で
先
行
の
作
品

が
書
い
た
年
号
を
正
し
つ
つ
も
、
物
語
の
構
成
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
た
め
、

最
後
に
な
っ
て
劉
基
の
辞
職
の
年
代
の
誤
り
を
残
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

辺
境
の
討
伐
は
多
く
の
歴
史
物
語
が
結
末
に
近
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
り
、

最
後
の
パ
ー
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
『
国
朝
』
は
前
述
の
通
り
、
「
先

是
」
の
表
現
が
使
わ
れ
ず
、
時
間
を
遡
っ
た
形
で
話
柄
を
入
れ
る
の
が
不
得
意

で
あ
る
上
、
他
の
場
面
で
は
時
間
が
あ
る
日
、
次
の
日
と
一
日
ご
と
に
進
ん
で

い
く
た
め
、
ど
こ
か
で
年
代
を
大
き
く
飛
ば
さ
な
け
れ
ば
、
四
川
と
雲
南
の
討

伐
は
一
つ
の
パ
ー
ト
に
ま
と
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
洪
武
元
年
か
ら
洪
武
十
三
年
ま
で
年
代
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の

に
は
、
別
の
理
由
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
史
実
で
は
こ
の
年
代
に

中
央
集
権
を
は
か
る
た
め
の
開
国
功
臣
へ
の
粛
清
が
始
ま
り
、
胡
惟
庸
の
獄
と

い
う
大
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
国
朝
』
で
は
胡
惟
庸
は
登
場
せ
ず
、
史
実
で
は
反
乱
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た

武
将
藍
玉
も
『
国
朝
』

に
一
箇
所
名
前
が
見
え
る
の
み
で
、
政
治
的
な
配
慮

59

を
う
か
が
わ
せ
る
。

『
国
朝
』
の
文
中
の
年
号
に
は
史
実
に
合
致
す
る
も
の
も
あ
り
、
何
ら
か
の

形
で
史
書
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
さ
い
特
に

意
図
の
な
い
年
号
の
誤
り
を
正
さ
な
い
こ
と
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
『
通
紀
』

な
ど
の
編
年
体
の
史
書
を
用
い
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

『
国
朝
』
の
方
針
は
、
全
体
の
葉
数
と
巻
ご
と
の
構
成
を
均
等
に
す
る
こ
と

で
、
話
の
展
開
を
ふ
く
ら
ま
せ
す
ぎ
ず
に
抑
え
、
年
代
を
意
図
的
に
飛
ば
す
こ

と
で
、
不
都
合
な
人
物
や
事
件
は
文
中
に
取
り
上
げ
ず
に
物
語
を
構
成
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
前
章
ま
で
の
検
討
と
、
『
国
朝
』
が
構
成
の
面
で
も
『
通
紀
』
な
ど

編
年
体
史
書
に
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
る
と
、
『
国
朝
』
の
制

作
時
期
は
、
お
そ
ら
く
嘉
靖
三
十
八
年
の
『
通
紀
』
刊
行
に
先
行
す
る
か
、
少

な
く
と
も
そ
の
影
響
が
急
速
に
広
ま
っ
て
い
く
以
前
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。

七

お
わ
り
に

『
国
朝
』
は
、
歴
史
物
語
の
作
品
と
し
て
、
文
章
が
簡
略
で
史
書
か
ら
受
け

た
影
響
が
比
較
的
少
な
く
、
同
題
材
の
章
回
形
式
の
歴
史
小
説
が
完
成
す
る
以

前
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
他
の
時
代
を
扱

う
平
話
と
も
比
べ
う
る
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
現
存
す
る
他
の
平
話
と
比
べ
る
と
、
『
国
朝
』
か
ら
は
、
民
間

に
あ
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
伝
承
や
、
王
朝
の
開
祖
と
開
国
功
臣
た
ち
に
向
け

る
神
格
化
に
近
い
畏
敬
の
念
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
郭
英
が
「
生

擒
士
誠
」
の
功
績
を
あ
げ
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
史
実
か
ら
逸
脱
す
る
部
分
も

あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
全
体
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

『
国
朝
』
が
制
作
さ
れ
、『
通
紀
』
が
出
版
さ
れ
た
後
、
ま
も
な
く
『
皇
明
』
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が
制
作
さ
れ
た
。
『
通
紀
』
は
出
版
さ
れ
る
や
す
ぐ
に
非
常
に
流
行
し
、
多
数

（
三
一
）

の
異
本
や
続
作
を
生
ん
だ
が
、
こ
れ
は
嘉
靖
後
期
の
段
階
で
、
す
で
に
利
用
し

や
す
い
編
年
体
史
書
が
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
皇
明
』

の
制
作
の
背
景
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
『
通
紀
』
の
流
行
が
あ
っ
た
。

基
づ
く
編
年
体
の
史
書
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
章
回
形
式
の
歴
史
小
説
が
制

作
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
と
し
て
考
え
る
と
、
『
通
紀
』
出
版
か
ら
『
皇
明
』
の

制
作
ま
で
は
、
他
の
時
代
の
歴
史
物
語
と
比
べ
、
は
る
か
に
短
い
。

そ
れ
に
は
、
『
皇
明
』
に
『
国
朝
』
の
よ
う
な
原
型
と
な
る
作
品
が
あ
り
、

そ
の
作
品
が
す
で
に
政
治
的
な
配
慮
が
成
さ
れ
、
物
語
と
し
て
の
構
成
も
十
分

計
算
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
章
回
形
式
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
整
っ
た
作
品
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

『
国
朝
』
は
、
『
今
言
』
に
い
う
『
国
朝
英
烈
記
』
と
、
『
皇
明
』
に
い
う

「
旧
本
」
の
記
述
と
共
通
す
る
特
徴
を
持
ち
、
『
通
紀
』
の
影
響
下
に
な
く
、

『
皇
明
』
に
先
行
し
て
作
ら
れ
た
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
明
朝
の
歴
史
を
書

く
史
書
と
文
藝
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
国
朝
英
烈
伝
』
巻
目

（
数
字
は
巻
数
を
表
す
。
○
は
『
皇
明
英
烈
伝
』
と
共
通
、
△
は
一
部
共
通
、

×
は
異
な
る
）

采
石
磯
翫
月
吟
詩

太
平
城
陶
安
獻
策
△

11
馮
勝
夜
襲
陳
也
先

常
公
復
戰
采
石
磯
△

12
太
祖
義
釋
陳
兆
先

福
壽
忠
節
死
集
慶
○

13
太
祖
定
鼎
金
陵
府

孫
炎
聘
請
劉
伯
溫
△

14

宋
濂
獻
策
講
治
道

徐
達
統
眾
取
鎮
江
△

15
徐
元
帥
一
困
常
州

廖
永
安
吳
江
大
戰
×

16
徐
元
帥
二
困
常
州

常
遇
春
牛
塘
大
戰
×

17
徐
元
帥
三
困
常
州

古
槐
灘
大
破
士
信
×

18
元
順
帝
貶
朱
亮
祖

常
遇
春
收
康
茂
才
○

19
常
公
義
釋
朱
亮
祖

壽
輝
僭
號
霸
江
西
×

20
常
遇
春
金
華
大
戰

劉
伯
溫
智
取
胡
深
△

21
劉
基
火
燒
桃
花
嶺

郭
英
夜
鬧
婺
源
州
△

22
婺
源
州
徐
定
薦
賢

安
慶
府
余
闕
死
忠
○

23
陳
友
諒
弑
徐
壽
輝

張
興
祖
戰
趙
普
勝
○

24
九
華
山
普
勝
拆
兵

太
平
城
花
雲
死
節
△

25
華
雲
龍
擒
王
若
水

劉
伯
溫
破
陳
友
諒
×

26
陳
友
諒
夜
走
龍
江

張
興
祖
采
石
大
戰
×

27
太
祖
題
詠
江
流
賦

漢
王
夜
走
九
江
城
×

28
高
皇
帝
平
定
江
西

花
雲
妾
雙
全
節
義
○

29
丘
士
亨
柬
說
吳
王

張
士
誠
北
困
安
豐
×

30
常
公
大
戰
安
豐
城

太
祖
兵
困
廬
州
府
△

31
鄧
元
帥
南
昌
大
戰

張
子
明
夜
走
洪
都
△

32
王
禕
題
詠
秋
江
賦

太
祖
一
戰
鄱
陽
湖
△

33
韓
成
節
死
馬
錢
渡

太
祖
二
戰
鄱
陽
湖
×

34
普
郎
夜
投
陳
友
諒

劉
基
定
計
破
水
寨
×

35
太
祖
三
戰
鄱
陽
湖

郭
英
箭
射
陳
友
諒
○

36
太
祖
平
定
武
昌
郡

豫
章
建
立
忠
臣
廟
△

37
胡
深
忠
節
死
閩
廣

徐
達
統
忠
下
浙
江
×

38
徐
達
智
破
史
彥
忠

遇
春
夜
取
泰
州
府
○

39
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徐
元
帥
兵
破
尹
義

常
遇
春
一
戰
湖
州
△

40
李
文
忠
威
震
弋
塘

常
遇
春
二
戰
湖
州
×

41
徐
元
帥
夜
鬧
港
水

常
遇
春
三
戰
湖
州
×

42
張
士
誠
夜
走
皂
林

常
遇
春
收
兵
射
戟
△

43
張
士
誠
鏖
戰
姑
蘇

華
雲
龍
暗
襲
無
錫
×

44
徐
達
智
賺
莫
天
祐

劉
基
祭
風
打
蘇
州
○

45
徐
達
得
勝
定
姑
蘇

南
京
太
祖
即
寶
位
×

46
王
禕
進
上
太
平
表

徐
達
統
眾
出
山
東
×

47
常
公
大
戰
洛
河
岸

徐
達
夜
破
李
思
齊
△

48
太
祖
書
收
左
君
弼

順
帝
夜
走
大
都
城
○

49
常
遇
春
取
真
定
府

徐
元
帥
破
帖
木
兒
○

50
徐
元
帥
平
定
陝
西

常
遇
春
北
平
大
戰
×

51
常
遇
春
夢
柳
河
川

李
文
忠
戰
野
狐
嶺
△

52
劉
伯
溫
攻
紅
羅
山

李
文
忠
上
北
平
表
○

53
太
祖
太
平
封
功
臣

楊
璟
奉
詔
諭
西
蜀
×

54
康
茂
才
戰
歸
德
州

湯
鼎
臣
攻
瞿
塘
關
△

55
傅
友
德
明
攻
棧
道

穎
川
侯
暗
渡
陳
蒼
×

56
傅
友
德
夜
渡
漢
水

吳
友
仁
死
戰
城
都
×

57
廖
永
忠
破
瞿
塘
關

高
皇
帝
題
平
蜀
文
△

58
劉
伯
溫
辭
爵
歸
山

西
平
侯
曲
靖
大
戰
△

59
沐
英
三
戰
克
雲
南

太
祖
一
統
平
天
下
○

60本
資
料
『
国
朝
英
烈
伝
』
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
大
学
大
塚
秀
高
教
授
に

教
示
を
頂
き
、
閲
覧
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
寧
波
大
学
銭
茂
偉
教
授
と
復
旦
大

学
呉
格
教
授
に
紹
介
の
労
を
取
っ
て
頂
い
た
。
特
に
記
し
て
謝
し
た
い
。

注
（
一
）
『
国
朝
英
烈
記
』
は
既
に
天
一
閣
博
物
館
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
が
完
了
し
て

い
る
。
た
だ
し
二
〇
一
〇
年
八
月
時
点
で
ま
だ
閲
覧
希
望
者
へ
の
開
放
は
さ
れ
て

い
な
い
。
本
書
の
閲
覧
に
は
従
来
ど
お
り
、
館
長
お
よ
び
典
蔵
研
究
部
主
任
の
許

可
を
事
前
に
得
た
上
、
当
日
に
閲
覧
担
当
者
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
『
皇
明
英
烈
伝
』
は
主
に
『
古
本
小
説
集
成
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一

年
）
所
収
の
日
光
輪
王
寺
慈
眼
堂
蔵
『
新
刻
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』（
三

台
館
本
と
略
称
す
る
）
に
拠
り
、
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
玉
茗
堂
批
点
皇
明

開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』
（
玉
茗
堂
本
と
略
称
す
る
）
を
用
い
て
補
っ
た
。
ま

た
同
じ
く
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
『
新
鍥
龍
興
名
世
録
皇
明
開
運
英
武
伝
』（
楊

明
峰
本
と
略
称
す
る
）
は
本
論
で
は
『
皇
明
英
烈
伝
』
の
異
本
と
し
て
扱
う
。

（
三
）
郭
勛
の
罪
状
に
つ
い
て
は
嘉
靖
刊
『
奏
進
郭
勛
案
状
』
が
詳
し
い
。
『
天
一
閣
蔵

明
代
政
書
珍
本
叢
刊
』
第
二
十
一
冊
（
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
に
収
め
ら
れ

る
。

（
四
）
原
文

嘉
靖
十
六
年
，
郭
勛
欲
進
祀
其
立
功
之
祖
武
定
侯
英
於
太
廟
，
乃
倣
三

：

國
志
俗
説
及
水
滸
傳
為
國
朝
英
烈
記
，
言
生
擒
士
誠
，
射
死
友
諒
，
皆
英
之
功
。『
今

言
』
は
『
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
排
印
本
に
拠
っ
た
。

（
五
）
『
世
宗
実
録
』
巻
一
九
七
、
嘉
靖
十
六
年
三
月
。

（
六
）
原
文

兩
隻
戰
舡
追
來
，
為
首
郭
英
，
後
康
茂
才
，
張
定
邊
慌
了
拈
弓
搭
箭
，

：

回
身
放
來
，
正
中
郭
英
左
臂
，
血
浸
津
濕
素
羅
袍
，
郭
英
大
怒
，
取
弓
在
手
，
搭

箭
當
弦
射
將
去
，
正
中
友
諒
左
眼
，
打
腦
門
後
透
出
箭
頭
來
。

（
七
）
原
文

友
諒
且
走
且
戰
，
不
數
里
，
見
前
面
，
復
有
舡
截
阻
，
乃
是
郭
英
、
康

：

茂
才
。
友
諒
愈
慌
。
舟
比
及
時
張
定
邊
忙
灣
弓
箭
，
射
中
郭
英
左
臂
，
郭
英
忍
痛

拔
箭
，
血
透
素
袍
，
亦
用
箭
射
之
，
正
中
陳
友
諒
貫
眼
及
顱
而
死
。

（
八
）
原
文

友
諒
中
流
矢
死
。
有
言
英
之
功
者
，
上
問
之
，
英
曰
：
「
天
威
神
算
，
臣

：

何
力
焉
。
」
『
三
家
世
典
』
は
『
国
朝
典
故
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

所
収
本
に
拠
っ
た
。
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（
九
）
原
文

殿
下
洪
福
，
諸
將
之
力
，
非
臣
之
功
。

：

（
一
〇

）
原
文

士
誠
獨
坐
室
中
，
左
右
皆
散
走
。
達
遣
李
伯
昇
至
士
誠
所
諭
意
。
時
日

：

已
暮
，
士
誠
距
戶
自
縊
，
伯
昇
決
戶
，
令
降
將
趙
世
雄
抱
解
之
，
氣
未
絕
復
蘇
。『
平

呉
録
』
は
『
紀
録
匯
編
』
（
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九
四
年
）
所

収
本
に
拠
っ
た
。

（
一
一

）
原
文

呉
王
見
事
，
緊
急
焚
了
諸
寶
，
卻
來
前
殿
，
自
縊
而
死
。
不
防
一
將
白

：

袍
銀
甲
，
乃
是
郭
英
，
擒
了
呉
王
，
徐
來
見
徐
元
帥
獻
功
，
且
聽
下
回
分
解
。

（
一
二

）
原
文

士
誠
走
至
後
苑
梧
桐
樹
下
，
嘆
曰

天
喪
吾
也
。
遂
解
下
紫
絲
條
欲
自

：

：

縊
，
忽
一
將
馳
至
，
白
袍
素
甲
，
乃
先
鋒
沐
英
也
。
一
箭
射
斷
紫
絲
條
，
張
士
誠

墜
地
。
沐
英
使
人
擒
之
。

（
一
三

）
原
文

這
陣
上
郭
英
出
馬
。
詩
曰

身
上
白
袍
飛
素
練
，
手
中
鐵
槊
迸
寒
光
。

：

:

鞭
垂
玉
鱗
坤
地
蟒
，
馬

陰
山
雪
夜
叉
。

（
一
四

）
原
文

郭
英
出
馬
。
贊
曰

甲
掛
三
冬
雪
，
袍
披
九
月
霜
。
馬

銀
宗
馬
，
手

：

：

拈
出
白
鎗
。

（
一
五

）
大
塚
秀
高
「
嘉
靖
定
本
か
ら
万
暦
新
本
へ

―
熊
大
木
と
英
烈
・
忠
義
を
端
緒

と
し
て
―
」（
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
二
四
冊
、
一
九
九
四
年
三
月
）
は
、

「
原
本
」
「
旧
本
」
の
注
記
が
あ
る
部
分
を
指
摘
し
、
他
の
資
料
の
注
記
も
合
わ
せ

て
、
『
皇
明
』
の
文
章
か
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

（
一
六

）
原
文

某
不
揣
博
採
昭
代
之
事
蹟
，
因
舊
本
而
修
飾
之
，
補
其
所
遺
，
文
其
所

：

陋
，
正
其
所
譌
，
集
以
成
編
，
分
為
六
卷
，
名
之
曰
皇
明
開
運
傳
，
蓋
取
明
良
昌

期
之
意
也
。
こ
こ
で
は
略
称
を
「
皇
明
開
運
伝
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
三
台
館
本

の
巻
頭
題
『
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』
に
拠
る
。
な
お
玉
茗
堂
本
は
同

文
の
序
を
載
せ
、
「
皇
明
開
運
伝
」
を
「
皇
明
英
烈
伝
」
と
す
る
。
い
ず
れ
か
の
時

点
で
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
七

）
原
文

郡
將
呉
昇
聞
知
太
祖
神
武
聖
仁
，
天
命
有
歸
，
遂
開
西
門
投
降
太
祖
。

：

太
祖
大
喜
曰

「
吾
納
士
招
賢
，
共
謀
大
事
。
聞
汝
江
左
名
賢
，
喜
今
日
相
諧
矣
。
」

：

即
擢
為
總
管
。
昇
俯
伏
謝
曰

「
主
公
如
欲
收
天
下
，
莫
若
恤
民
寬
民
，
何
征
不

：

服
。
」
遂
擁
入
太
平
城
中
。
守
臣
開
北
門
遁
去
。
（
舊
本
無
呉
昇
事
。
）

（
一
八

）
原
文

昇
知
太
祖
神
武
聖
仁
，
天
□
□
□
倒
戈
投
降
。
太
祖
喜
曰

「
吾
納
士

：

：

招
賢
，
共
謀
大
事
。
聞
汝
江
左
名
賢
，
喜
今
日
之
諧
。
」
即
擢
為
總
管
。
昇
俯
伏
謝

曰

「
主
公
如
欲
取
天
下
，
莫
若
恤
軍
寬
民
，
何
征
不
服
。
」
擁
入
北
門
。
元
守
臣

：
棄
去
。
（
□
は
判
読
不
能
部
分
）
『
皇
明
開
国
功
臣
録
』
は
『
明
代
伝
記
叢
刊
』
（
周

駿
富
主
編
、
明
文
書
局
、
一
九
九
一
年
）
所
収
の
正
徳
刊
本
に
拠
っ
た
。
朱
元
璋

と
呉
昇
の
や
り
取
り
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
訳
は
省
略
す
る
。

（
一
九

）
原
文

此
時
友
諒
若
有
智
量
，
且
按
兵
不
動
，
列
陣
以
待
，
雖
有
伏
兵
，
見
其

：

兵
勢
強
盛
，
自
然
不
敢
輕
犯
。
友
諒
志
不
及
此
，
只
想
胡
奔
，
故
全
軍
大
敗
也
。（
按

皇
明
通
紀
時
暑
天
酷
熱
，
舊
本
載
夜
間
交
戰
，
未
知
孰
是
。
）
太
祖
著
紫
衣
茸
甲
，

：張
大
蓋
。
與
伯
溫
登
城
上
望
敵
，
眾
將
見
諒
兵
欲
即
戰
。
太
祖
下
令
曰

天
將
雨
，

：

諸
軍
且
就
食
，
當
乘
雨
擊
之
。
正
値
紅
日
當
空
，
眾
皆
未
信
。
忽
風
起
西
北
，
須

臾
雨
大
。

（
二
〇

）
原
文

時
酷
暑
，
上
衣
紫
葺
甲
，
張
蓋
督
兵
。
見
士
卒
流
汗
，
命
去
蓋
。
眾
欲

：

戰
，
上
曰

天
將
雨
，
諸
軍
且
就
食
，
當
乘
雨
擊
之
。
時
天
無
雲
，
眾
莫
之
信
。

：

忽
風
起
西
北
，
須
臾
雨
大
注
。
『
皇
明
通
紀
』
（
銭
茂
偉
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇

〇
八
年
）
は
『
通
紀
』
の
嘉
靖
原
刊
本
を
底
本
と
す
る
排
印
本
で
あ
り
、
本
論
は

こ
れ
に
拠
っ
た
。
字
句
は
多
く
『
皇
明
』
と
重
な
る
た
め
訳
は
省
略
す
る
。

（
二
一

）
『
皇
明
』
と
『
通
紀
』
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
一
矢
、
睛
を
貫

く

―
史
書
『
皇
明
通
紀
』
と
歴
史
小
説
『
英
烈
伝
』
の
語
り
―
」
（
「
中
国
文
学
研

究
」
第
三
十
期
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
で
論
じ
、
『
通
紀
』
は
本
文
、
年
号
、
史

論
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

（
二
二

）
原
文

話
説
劉
伯
温
埋
伏
人
馬
，
天
色
已
晩
。(

略)

漢
兵
中
火
炮
火
箭
，
乃
自

：

己
踏
死
者
太
半
，
天
明
衝
出
北
走
。

（
二
三

）
原
文

（
略
）
遂
（
趙
德
勝
）
卒
後
，
太
祖
進
封
梁
國
公
。
舊
本
作
夏
茂
誠
，

：

不
是
。

（
二
四

）
原
文

陳
友
諒
晝
夜
攻
攻
城
（
原
文
マ
マ
）
，
眾
將
攻
戰
，
話
不
多
敘
。
凡
七
十

：
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日
，
彼
此
殺
傷
，
趙
德
勝
、
徐
明
、
夏
茂
成
、
葉
思
成
、
朱
潛
、
牛
海
龍
、
劉
得

山
、
劉
齊
，
後
明
眾
將
皆
死
。

（
二
五

）
原
文

時
廖
永
忠
亦
欲
同
行
，
太
祖
大
喜
，
即
點
兵
五
百
，
戰
船
十
隻
，
囑
付

：

兪
通
海
等
勤
慎
（
舊
本
作
兪
廷
玉
，
是
時
兪
廷
玉
因
攻
安
慶
已
死
于
陳
矣
。
）
而
行

（
原
文
マ
マ
）
。

（
二
六

）
原
文

先
是
俞
通
海
初
偕
諸
將
，
克
舊
館
、
烏
鎮
寨
，
遂
引
兵
入
太
倉
州
，
州

：

民
獻
羊
酒
香
花
，
迎
降
滿
道
。
（
略
）
（
舊
本
遺
此
。
）

（
二
七

）
こ
の
部
分
は
『
皇
明
』
の
三
台
館
本
に
は
「
旧
本
遺
此
」
の
文
字
が
な
く
、
楊

明
峰
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。

（
二
八

）
原
文

先
是
達
將
伐
呉
也
，
太
祖
諭
之
曰

（
略
）
（
舊
本
遺
此
。
）

：

：

（
二
九

）
『
三
国
志
演
義
』
の
文
は
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
（
一
九
七
四
年
、
人
民
文
学
出

版
社
）
の
影
印
に
拠
り
、
『
通
紀
』
は
前
注
の
中
華
書
局
排
印
本
に
、
『
皇
明
』
は

三
台
館
本
に
、
『
雲
合
』
は
『
古
本
小
説
集
成
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一

年
）
所
収
の
大
連
図
書
館
蔵
の
万
暦
刊
本
に
拠
っ
た
。

（
三
〇

）
以
下
の
「
展
開
語
」
の
用
語
は
基
本
的
に
蘆
田
孝
昭
「
三
国
平
話
の
構
造
と
文

体
」
『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
論
集
』
（
龍
溪
書
舎
、
一
九
七
四
年
）

に
始
ま
り
「
前
漢
書
続
集
平
話

章
回
型
長
篇
小
説
の
文
体
」（
「
中
国
文
学
研
究
」

第
三
号
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）
ま
で
続
く
各
代
の
平
話
を
対
象
と
し
た
論
文
に

拠
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
近
年
の
研
究
で
は
例
え
ば
盧
恵
恵
『
古
代
白
話
小
説
句
式

運
用
研
究
』
（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
「
付
加
語
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
物
語
の
段
落
ご
と
に
置
か
れ
以
下
の
文
章
を
導
く
機
能
を
持
つ
と
さ
れ
て
い

る
。

（
三
一

）
『
皇
明
』
の
現
存
の
版
本
の
う
ち
も
っ
と
も
早
い
刊
年
を
持
つ
の
は
楊
明
峰
本
で

万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
だ
が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
万
暦
九
年
（
一
五
八

一
）
刊
の
『
華
夷
花
木
鳥
獣
珍
玩
考
』
が
「
名
世
英
烈
伝
」
と
し
て
『
皇
明
』
53

の
文
を
引
用
す
る
た
め
、
『
皇
明
』
の
制
作
は
少
な
く
と
も
万
暦
九
年
以
前
と
考
え

ら
れ
る
。
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